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今日の内容

◼ IR（Institutional Research）担当者向け
実践プログラムについて（担当：藤原）

 FAQ

 オンライン授業のイメージ

◼ Q&A（担当：講師全員）

➢ 画面右上の「Q&A」アイコンをクリックすると
質問の入力画面が表示されます

✓ 以下、IR担当者向け実践プログラムを
「IRプログラム」もしくは「本プログラム」と呼びます
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IR担当者向け実践プログラムについて

藤原 宏司
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本プログラム開発の動機

◼ 日本の大学におけるIR担当者

 職員：人事異動によって入れ替わる

 教員：任期が付いている場合が多い

◼ IR担当者に最低限必要な知識・スキルを
「体系的に養成」する履修証明プログラムの開発へ

構造的な問題

◼ 後任が何から初めてよいか分からない
 IRって何？
 何をするの？
 何を勉強すればいい？等

→ IR業務が途切れる可能性



◼ IRプログラム開発メンバーによる定義

 IRとは客観的なデータ分析に基づいた大学における諸活動の
効果検証及び、情報提供等を通じた大学の意思決定又は
業務の継続的改善を支援する機能・活動のこと

◼ IR担当者に必要な知識・スキル

1. 大学における教育研究や経営等の諸活動について理解できる

2. 大学における諸活動の効果検証を実践できる

3. 学内外から収集したデータを分析に適した形に処理できる

4. データを分析・可視化できる

5. 分析結果を分かりやすく説明できる

Data Management & Analysis（DMA）
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Institutional Researchとは何か

IR担当者だけではなく、大学職員にとっても重要な技術
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本プログラムの到達目標

本プログラムでは、左図の

「IR担当者に必要な
知識・スキル」

に関する基礎的な要素
の習得を目標としています。

IRの初心者・初級者向けの
プログラム
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カリキュラム・マップ（対面式を想定して作成）

※
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IRプログラム: 4つのポイント
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IRプログラム: 2会場2サイクル開講
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授業スケジュール（第2期: 対面式を想定）

授業回 一日目（土曜日） 二日目（日曜日）

第1回 2020年11月7日 2020年11月8日

第2回 2020年11月28日 2020年11月29日

第3回 2020年12月12日 2020年12月13日

第4回 2021年1月9日 2021年1月10日

第5回 2021年2月6日 2021年2月7日

第6回 2021年2月27日 2021年2月28日

日1 9:00 - 10:30

日2 10:40 - 12:10

土1 13:00 - 14:30 日3 13:00 - 14:30

土2 14:40 - 16:10 日4 14:40 - 15:40

土3 16:20 - 17:50

昼食休憩

（4.5時間） （5.5時間）

土曜日

時間割

日曜日

注意：
オンラインの場合は、
各授業回の土曜日に
オンラインミーティング
（課題発表会）を実施
します（2～3時間程度）
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本プログラムの特徴（1）

◼ 現場のニーズに合わせたカリキュラム構成

 大学評価・IE（Institutional Effectiveness）

 データマネジメント＆分析（DMA）
【収集 → DM → 分析 → 情報提供】

◼ なぜDMAが重要か

 日本の大学では、データの一元化が進んでいない

→ 部署ごとに（異なる形式で）データを管理

→ 分析に適した形でのデータ管理は稀
（基本、集計表形式で管理）

DMA = Data Management & Analysis
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本プログラムの特徴（2）

◼ なぜDMAが重要か（続き）

 日本のIR担当者には、以下のスキルが
データ分析をする前段として必要

1. 複数部署のデータを連携・統合

2. データを分析に適した形に処理
（変形、加工、エラーチェック等を含む）

3. 将来の経年分析等に備え、データ管理の
仕組みを設計・構築

 本プログラムでは、「R」を使ったDMおよび
「Microsoft Power BI」によるデータの可視化を学びます

DM = Data Management

DM
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Rを学習する利点

◼ Rとは？

→ 無料で使えるデータマネジメント、データ分析ツール

→ 「コードを書く」という作業が必要ですが、
リターン（メリット）も大きいです

◼ Rによるメリット

1. 単純な手作業を自動化できる

• コピペ作業から抜け出せます

2. エラーが起こりにくい、エラーを特定しやすい

• 手作業によるエラーはランダムに起きますが、
プログラムによるエラーは規則的 → 特定しやすい

• 作業手順が簡単に見直せます → エラーチェックが容易
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Rを学習する利点

◼ Rによるメリット（続き）

3. 作業の再現が簡単

• 全く同じ作業を、同僚が再現できます
→ ダブルチェックの効率化、スキルの共有

4. データがアップデートされても、即対応できます

例：レポート提出後、データが更新されました。
どうしますか？

（相手を責めて何もしない、というのは🙅）

• 手作業でレポートを作った場合 → ほぼ一からやり直し

• コードを書いていた場合 → コードを走らせるだけ

→ツールを使って楽をしましょう！

 Microsoft Power BIを学習する利点については、藤原（2016）を
参照してください



15

本プログラムの特徴（3）

◼ Data Storytelling

 効果的に情報提供を行う技術のこと

 データを使って、伝えたいことを伝えたい人に伝える

 大学経営陣等の忙しいクライアントに対して、
短時間で要領よく的を射た説明をする技術は、
IR担当者にとって必須

 本プログラムでは、プレゼン発表の機会を
最低でも5回提供します
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募集要項: 2020年度 第2サイクル用（1）

2020年度 第2サイクル = 第2期
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募集要項: 2020年度 第2サイクル用（2）
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FAQ
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FAQ: 募集対象・応募資格について

◼ IR関連部署に「2年以上」所属していますが、
募集対象となりますか？

IR部署に所属していても、IR以外の業務（例：他業
務との兼務）を担当しているケースもあるため、
IRに従事した「実質的な時間」で判断してください。
目安の上限は約4,000時間（2年相当）です。
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FAQ: 教育課程・授業方法について（1）

◼ 共通のアプリケーションとは何ですか？

授業では、Microsoft Office 365を使用します。
Microsoft Office 365がインストールできる
ノートPC（Windows環境を有する）を
ご用意ください。

◼ Windows環境を有するノートパソコンが必要な理由
を教えてください。

授業内で、Microsoft Power BI Desktop
（Windows OSでのみ動作）を利用するからです。
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FAQ: 教育課程・授業方法について（2）

◼ 授業方法（対面式もしくはオンライン）は、
どのように決定されるのですか？

基本的には、対面式での実施を想定しています。
ただし、「山形大学における新型コロナウイルスに係
る総合対策本部（以下、総合対策本部）」が
対面式での授業実施を制限した場合は、
オンライン授業に変更します。
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FAQ: 教育課程・授業方法について（3）

◼ 同一サイクル（同一期）の途中で、授業方法が
変更される（例：対面式 → オンライン）ことは
ありますか？

総合対策本部の指示により、授業方法が変更される
ことがあります。
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FAQ: 教育課程・授業方法について（4）

◼ 対面式ではなく、オンライン「のみ」で受講したい
のですが、可能でしょうか？

本プログラムは、対面式で実施することを前提と
していますので、オンライン「のみ」での受講は
不可となります。

ただし、総合対策本部の指示により、授業方法を
オンラインに変更することがあります。この場合は、
オンラインで受講いただくことになります。



24

FAQ: 修了要件について（1）

◼ 【全て対面式で実施したと仮定】
全6回の授業のうち、第3回目を欠席したとします。
この場合は、翌期の第3回目「だけ」を受講すれば
良いですか？

最終回（第6回目）に予定されている
「IRプロジェクト（2）」は、第1回目から第5回目ま
での授業内容を習得していることが前提となっていま
す。

つまり、第3回目を欠席された場合、
「IRプロジェクト（2）」は受講できません。
よって、翌期の第3回目および第6回目の受講が必要と
なります。
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FAQ: 修了要件について（2）

◼ 【全て対面式で実施したと仮定】
第4回目の二日目午後の「最後の科目」を所用で欠席
してしまいました。この場合、修了要件は満たしたこ
とになりますか？

本プログラムは全科目を必須とする「60時間」で構成
しています。よって、一科目でも欠席があった場合は、
修了要件を満たしたことにはなりません。修了には、
翌期の該当回および最終回の受講が必要となります。
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FAQ: 出願スケジュールについて

◼ 選考結果の通知は、10/5（月）の何時ごろに行う
予定ですか？

選考結果の通知は、10/5（月）の午後5時までに
電子メールにて行います。場合によっては、
早めることもあります。
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オンライン授業のイメージ

本プログラムは、対面式を前提としていますが、
総合対策本部の指示により、授業方法をオンラインに

変更する可能性があります
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オンライン授業のイメージ

◼ 総合対策本部の指示により、授業形態がオンラインに
なった場合は、Microsoft Teamsおよび
Microsoft Streamを用いてオンライン授業を実施し
ます。

◼ 第1期の場合（オンラインで実施中）

Teams: コミュニケーション、講義動画・課題管理等

Stream: 講義動画の視聴
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Teamsのイメージ: 講義動画（第1期）
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Teamsのイメージ: 講義ファイルの共有

対面式授業においても、Teamsを使った講義ファイルの共有を行います。
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Teamsのイメージ: 課題管理

対面式授業においても、Teamsを使った課題管理（提示、提出、フィードバック等）
を行います。
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Teamsのイメージ: コミュニケーション

対面式授業においても、Teamsを使ったコミュニケーションを行います。
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授業の進め方: 第1期の場合（オンライン）

◼ 期間：2020年5月～10月（受講者数：11人）

◼ 授業の進め方

 講義動画 → 課題提示 → 課題提出 → フィードバック

 毎週2時間程度の講義動画 ＋ 授業内課題を配信

 プレゼンテーション発表会（月に1回 2~3時間）

 オンライン面談＊ （7月開始 + 月に1回程度 30~60分/人）

◼ 現時点での状況（as of 2020.8.3）

 総講義時間＊＊ （講義＋授業内課題＋発表会）：35時間+

 講義動画数（講義＋課題説明）：50本

 ガイダンス系動画（Teamsの使い方等）：13本

 課題数：25+

 ゲスト講演（他大学におけるIR）：2大学

* 希望者のみ＋講義時間には含みません
** 初回ガイダンス（100分）、Teamsの使い方（60分）、授業外課題の時間は含みません



参考資料

藤原宏司（2015）「米国におけるIR履修証明プログラムについての一考察」，『大
学評価とIR』，第1号，19-30．
http://iir.ibaraki.ac.jp/jcache/dlfile.php?download=13

藤原宏司（2016）「BIツールを用いた学内データの動的可視化について」, 『大学評
価とIR』，第6号，3-11．
http://iir.ibaraki.ac.jp/jcache/dlfile.php?download=61

藤原宏司，浅野茂，鈴木達哉，山本幸一, 白石哲也（2018）「日本型IR履修証明プロ
グラムに関する検討」, 2018年度IR実務担当者連絡会＠三重大学, 
https://ir.yamagata-u.ac.jp/conference-presentations/

藤原宏司，浅野茂，白石哲也，鈴木達哉，山本幸一（2019）「IR履修証明プログラ
ムの開発について」，『大学評価とIR』，第10号，3-15．
http://iir.ibaraki.ac.jp/jcache/dlfile.php?download=101

http://iir.ibaraki.ac.jp/jcache/dlfile.php?download=13
http://iir.ibaraki.ac.jp/jcache/dlfile.php?download=61
https://ir.yamagata-u.ac.jp/conference-presentations/
http://iir.ibaraki.ac.jp/jcache/dlfile.php?download=101


THANK YOU!
ANY QUESTIONS, COMMENTS OR SUGGESTIONS?

藤原 宏司 | Koji Fujiwara, Ph.D.

kfujiwara@cc.yamagata-u.ac.jp
ir@jm.kj.yamagata-u.ac.jp
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Q&A

藤原 宏司・浅野 茂・鈴木 達哉・山本 幸一


